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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

マルニ株式会社

代表取締役　　　西川　雅章

（２） 所在地

本社　 　　　　　〒545-0021　　大阪市阿倍野区阪南町１丁目９番２号

岡山工場　　 　〒716-0051　　岡山県高梁市松山８５５７－２７

富田林工場　　〒584-0023　　大阪府富田林市若松町東３丁目７番５１号

株式会社サニー　住所は本社と同じ

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　専務取締役･富田林工場長　　西川　雅智

担当者　　　　　　　同上　　　　　　　　　　　同上

連絡先　　　電話　0721-25-2311　　FAX　0721-24-1258

（４） 事業内容

プラスチック事務用品製造

（５） 事業の規模

資本金　２０００万円

事業年度　　「毎年１０月～翌９月」

2022年度９月期総売上　　　　　　　百万円（全体）11.3億円

従業員数　　本社　５人、岡山工場　28人、富田林工場　13人（全体45名）

㈱サニーの人員　３人は１名本社、２名富田林工場と兼務

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： マルニ株式会社

対象事業所： 本社　 　　　　　〒545-0021　　大阪市阿倍野区阪南町１丁目９番２号

岡山工場　　 　〒716-0051　　岡山県高梁市松山８５５７－２７

富田林工場　　〒584-0023　　大阪府富田林市若松町東３丁目７番５１号

株式会社サニー　住所は本社と同じ

活動： プラスチック事務用品製造

代表者

環境管理 責任者

西川雅智

環境事務局

代表取締役　西川雅章

本社 岡山工場 富田林工場
㈱

サニー

実施体制図



□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

トン

トン

トン

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の調整後の係数（2015年）

kg-CO2/kWh 中国電力の調整後の係数（2015年）

上記の二酸化炭素排出量には目標項目以外の都市ガス（ 20 kg-CO2)を含んでいます。

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

〇

〇

〇

✕

104% 93%

※１：一般廃棄物排出量の基準年度（本社2015年、富田林2019年・岡山2016年）

化学物質の適正管理 行動目標（次項による）

470,936

行動目標（次項による）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

473,619

　一般廃棄物排出量
21.8 25.2

17.2

1,142 1,074
水道水の削減

1,184

産業廃棄物排出量
40.6 42.4

総排水量

94% 90%

km/L
自動車燃料（ガソリ
ン）の燃費向上

安心安全環境に配慮し
た商品開発（全社）

92%基準年度比 2015年 94%

1,184

評
価

93%

2021年項　目 2020年

二酸化炭素総排出量※
459,676

2022年

92%基準年度比 2015年 94%

t

基準年度比 ※１

0.496

　産業廃棄物排出量
18.8

0.700

電力による二酸化炭素
削減 kg-CO2 514,502 483,632 464,648

（基準年)

1,373 1,396

（目標） （実績）

基準年度比 2015年

12.4

3,654

t 24.73 23.25

基準年度比 2015年 94%

産業廃棄物の削減

基準年度比 2015年 106%

一般廃棄物総排出量の
削減 27.20 25.29

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

12.65

487,287

16.64

478,487

基準値 2022年

20.59

11.93

161%

76%

140%

518,390

㎥

470,916

自動車燃料による二酸
化炭素削減（参考値） kg-CO2 3,888

92% 91%

1,051

22.75

2023年 2024年

（目標）

1,062

476,919

25.02 24.75

12.76

93%

107% 108%

（目標）

33.0

20.6

50% 93%

473,342

92%

482,103

92%

93%

3,577

12.88

6,267 3,615

12.43 23.00



□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

自動車燃料（ガソリン）の燃費向上

一般廃棄物総排出量の削減

産業廃棄物の削減

水道水の削減

化学物質の適正管理

安心安全環境に配慮した商品開発（全社）

・照明器具取替え 〇

・紙抜き内職強化 △

・分別の徹底 〇

・クラフト紙削減 △

数値目標 〇

・アイドリングストップ

・急発進・急加速の抑制

取組結果とその評価、次年度の取組内容

△

達成状況

・発生抑制等により、目標達成できた。
・引き続き、紙の削減、分別の推進に取り組む。

・作業ミスによる廃棄量の削減 〇

・素材別ボックスの設置 △

・リサイクル業者の開拓

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） 〇

数値目標 〇

・各所のLED照明化の効果が表れている。目標達成。引き続き省エネ取
り組みを行う。

・電気・電力設備の運転時間の削減 〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇

〇

数値目標 ×

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 〇

・節水弁取り付け 〇

・自動水栓取り付け 〇

・トイレに擬音装置取り付け

数値目標 〇

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・ＰＰ等の分別を徹底し、有価物化したことにより、産業廃物が削減でき
た。
・加工の改善で廃棄を減らす活動の継続推進を行う。

達成状況

達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組内容

△

・商品提案活動 -
・完成には至っていないが、新規商品を開発中である。
・次年度の取組内容:引き続き５Ｓ活動を推進する。

・.5Ｓ活動の推進 〇

本社及び岡山工場の使用量増加により目標未達
原因は水漏れや暑さ対策の散水による

△

達成状況

・富田林工場の社用車が３台から１台になったことに加え、社用車をハイ
ブリッド車に更新したことにより、目標達成できている。
・引き続きエコドライブに努め目標達成を目指す。

・燃費効率の追求
〇

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・有害性物質の表示の徹底 ○

適正に管理されている。使用していないものは適正に処分を計画する・従業員教育 ○

・代替物質の検討 ○



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

　環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

　なお、違反、訴訟等はありませんでした。

　※１　富田林工場の騒音規制法及び振動規制法の届出に不備がありましたが、新たに届出し行政と協議しています。
　※２　富田林工場でフロン排出抑制法における３年に一度の定期点検に一部漏れが見つかりましたが、既に対応済です。

（富田林）

法規制等の名称 該当する要求事項 関連条例による規制 順守評価

騒音規制法 ・特定施設の届出 大阪府生活環境の保全等に関する条例 新規なし

振動規制法 　空気圧縮機などの特定施設 届出施設：空気圧縮機3.7kWh以上

・規制基準の順守 (騒音：富田林条例：朝夕60、昼65、夜55ﾃﾞｼﾍﾞﾙ）

(振動：富田林条例：昼65、夜60ﾃﾞｼﾍﾞﾙ） 規制範囲内

廃棄物処理法 ・収集業者の許可証確認 業者許可証

・収集運搬・処理業者との

委託契約書確認

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付

  ﾏﾆﾌｪｽﾄの報告状況提出義務 報告書

・騒音防止対策 規制基準：騒音：朝60、昼65、夜間55デシベル 新規なし

（実測：朝４７、昼５３、夕５０、夜４４デシベル）

富田林市環境保全協定書 ・振動防止対策 振動：昼間65、夜間60デシベル 規制基準内

　　規制基準の遵守 （実測：昼間45、夜間30デシベル以下）

2007.8.6受付

家電リサイクル法 該当品の廃棄時の適正な処理 改廃無し ○

ﾌﾛﾝ排出抑制法 業務用空調の適性管理
3ヶ月点検・記録、>7.5kW定期点検、廃棄時の適正処

理、工程書受け取り等
改廃無し ○

自動車Noｘ・PM法 廃棄ガス規制
排出基準を満たしていない車両の対策地域内の通行禁

止
車検証 ○

大阪府条例 ※流入車規制は2022年4月1日に廃止 ―

（岡山）

法規制等の名称 該当する要求事項 関連条例による規制 順守評価

廃棄物処理法 ・収集業者の許可証確認 業者許可証

・収集運搬・処理業者との

委託契約書確認

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付

  ﾏﾆﾌｪｽﾄの報告状況提出義務 報告書

浄化槽法 排水基準を順守　定期検査　水質検査 定期点検表 ○

３０００キロ以上少量危険物・指定可燃物届出義務 2012.7.25届出

家電リサイクル法 改廃無し ○

ﾌﾛﾝ排出抑制法 業務用空調の適性管理 改廃無し ○

エアコンプレッサー1台廃棄
2021.9.3フロン回収引取

書あり
〇

自動車Noｘ・PM法
排出基準を満たしていない車両の対策地域内の通行禁

止
車検証 ○

（本社）

法規制等の名称 該当する要求事項 関連条例による規制 順守評価

騒音規制法 ・特定施設の届出 大阪府生活環境の保全等に関する条例 非該当（該当設備無）

振動規制法 　空気圧縮機などの特定施設 届出施設：空気圧縮機3.7kWh以上

・規制基準の順守 (騒音：大阪市規制：朝50昼55夜間45ﾃﾞｼﾍﾞﾙ）

(振動：大阪市規制：昼60夜55ﾃﾞｼﾍﾞﾙ）第１種住居地域

廃棄物処理法 ・収集業者の許可証確認 一般家庭ごみと同じ

・収集運搬・処理業者との 扱い処理

委託契約書確認

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付

  ﾏﾆﾌｪｽﾄの報告状況提出義務

家電リサイクル法 改廃無し ○

ﾌﾛﾝ排出抑制法 業務用空調の適性管理
3ヶ月点検・記録、>7.5kW定期点検、廃棄時の適正処

理、工程書受け取り等
改廃無し ○

自動車Noｘ・PM法 廃棄ガス規制
排出基準を満たしていない車両の対策地域内の通行禁

止
車検証 ○

大阪府条例 ※流入車規制は2022年4月1日に廃止 -

○

○

○

富田林市火災予防条例 ３０００キロ以上少量危険物・指定可燃物届出義務 ○合成樹脂保管量

○

○

高梁市火災予防条例 ○

－

合成樹脂保管量

3ヶ月点検・記録、>7.5kW定期点検、廃棄時の適正処

理、工程書受け取り等



□外部からの環境上の苦情・要請等

今年度における外部からの苦情はありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営方針 変更なし 変更あり

環境経営計画 変更なし 変更あり

実施体制 変更なし 変更あり

・エリア別に照明点灯切替を行い節電に努める。
・ガソリンの燃費向上は使用者が限られ少数なので、個別に効率の良い運転を実践する。
・水使用量は老朽化設備の水漏れ点検を徹底する。
・５Ｓ活動の取組みを引き続き推進する。
・環境に配慮した商品開発の基準を定めることを検討しつつ、内製化による効率を高めることを優先する。

2022年10月28日

見直し日：2023年6月21日


